
動
詞
の
基
礎
演
習
（
１
）

活
用
の
規
則
性
と
後
続
す
る
語
（
助
動
詞
・
助
詞
）
と
の
関
係

Ａ

動
詞
の
活
用
の
仕
方
に
よ
る
分
類
（
『
新
明
説
古
典
文
法
』
Ｐ

～

、

～

。
以
下
『
明
説
』
と
略
記
）
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【
説
明
１
】

動
詞
は
、
活
用
の
仕
方
の
違
い
か
ら
次
の
よ
う
に
九
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

表
１

動
詞
と
活
用
す
る
段
の
規
則
表

（
１
）

数
に
限
り
が
あ
る
動
詞

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

上
一
段
活
用

×
ｉ

ｉ

ｉ
る

ｉ
る

ｉ
れ

ｉ
よ

下
一
段
活
用

×

け

け

け
る

け
る

け
れ

け
よ

カ
行
変
格
活
用

×

こ

き

く

く
る

く
れ

こ
・
こ
よ

サ
行
変
格
活
用

×

せ

し

す

す
る

す
れ

せ
よ

ナ
行
変
格
活
用

死

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

ラ
行
変
格
活
用

あ

ら

り

り

る

れ

れ

（
２
）

数
に
限
り
の
な
い
動
詞

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

四
段
活
用

○

ａ

ｉ

ｕ

ｕ

ｅ

ｅ

下
二
段
活
用

○

ｅ

ｅ

ｕ

ｕ
る

ｕ
れ

ｅ
よ

上
二
段
活
用

○

ｉ

ｉ

ｕ

ｕ
る

ｕ
れ

ｉ
よ

ず

け
り
・
た
り

べ
し

時
（
体
言
）

ど
も

む

つ
・
ぬ

ば

【
説
明
２
】

動
詞
の
種
類
の
見
分
け
は
、
次
の
よ
う
に
お
こ
な
う
。（
『
明
説
』
Ｐ

～

下
欄
）
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１

ま
ず
、
数
に
限
り
の
あ
る
動
詞
（
総
数
２
８
語
）
を
覚
え
、
「
カ
タ
チ
」
で
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・

上
一
段
は
１
９
語
（
表
２
参
照
）

・

カ
変
は
「
来
（
く
）」
の
１
語
、
サ
変
は
「
す
（
為
）
」「
お
は
す
」
の
２
語

・

ナ
変
は
「
死
ぬ
」「
往
ぬ
（
去
ぬ
）」
の
２
語

・

ラ
変
は
「
あ
り
」「
を
り
（
居
り
）
」「
は
べ
り
（
侍
り
）
」「
い
ま
そ
が
り
」
の
４
語

２

四
段
、
下
二
段
、
上
二
段
は
そ
の
都
度
見
分
け
る
。
方
法
は
次
の
通
り
。

①

動
詞
の
活
用
語
尾
に
「
ず
」（
ナ
イ
）
を
接
続
さ
せ
る
。

②

言
い
方
と
し
て
、
ア
段
音
が
適
当
な
ら
四
段
活
用
、
エ
段
音
が
適
当
な
ら
下
二
段
活
用
、

イ
段
音
が
適
当
な
ら
上
二
段
活
用
で
あ
る
。

（
例
）

受
く

①

活
用
語
尾
は
「
く
」
で
カ
行
。

②

語
幹
の
あ
と
に
、
カ
行
の
ア
段
音
、
エ
段
音
、
イ
段
音
を
続
け
、
そ
こ
に
「
ず
」
を
接
続
さ
せ
て
発
音

す
る
。
わ
か
り
に
く
け
れ
ば
「
ず
」
を
「
な
い
」
に
換
え
て
確
か
め
る
。

「
受
か
・
ず
」「
受
け
・
ず
」「
受
き
・
ず
」（
わ
か
り
に
く
け
れ
ば
「
ナ
イ
」
に
す
る
）

主

な

付
属
語

③

「
受
け
・
ず
（
受
け
・
な
い
）」
が
適
当
。
よ
っ
て
「
受
く
」
は
カ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
。

【
説
明
３
】

過
去
、
入
試
に
現
れ
た
上
一
段
活
用
の
動
詞
は
主
に
次
の
１
９
語
で
あ
る
。

カ
行

着
る

ナ
行

似
る

煮
る

ハ
行

干
る

簸
る

嚏
ひ
る

ひ

ひ

は
な

マ
行

見
る

試
み
る

後
見
る

惟
ん
み
る

鑑

み
る

顧
（
省
）
み
る

お
も

か
ん
が

ヤ
行

射
る

鋳
る

沃
る

い

い

ワ
行

居
る

用
ゐ
る

率
る

率
ゐ
る

ゐ

ゐ

Ｂ

動
詞
の
後
に
続
く
語
と
活
用
の
関
係

【
説
明
３
】

助
動
詞
や
助
詞
な
ど
の
付
属
語
は
、
何
形
に
接
続
す
る
か
（
＝
上
に
何
形
が
く
る
か
）
決
ま
っ
て

い
る
も
の
が
多
い
。（
『
明
説
』
Ｐ

「
絶
対
」
の
項
）

23

主
な
助
動
詞

主
な
助
詞

「
る
・
ら
る
」「
す
・
さ
す
・
し
む
」「
ず
」「
む
」「
じ
」

「
ば
」「
で
」「
な
む

未
然
形
に
接
続
す
る

「
む
ず
」「
ま
じ
」「
ま
し
・
ま
ほ
し
」「
り
」（
上
が
サ
変
）

・
ば
や
」（
終
助
詞
）

「
て
（
、
～
）」

連
用
形
に
接
続
す
る

「
き
・
け
り
」「
つ
・
ぬ
・
た
り
」「
け
む
」「
た
し
」

「
つ
つ
」「
な
が
ら
」

「
べ
し
・
ま
じ
」「
ら
む
」「
ら
し
」

終
止
形
に
接
続
す
る

「
と
・
と
も
」

「
め
り
」「
な
り
」（
伝
聞
・
推
定
）

連
体
形
に
接
続
す
る

「
な
り
」（
断
定
「
～
デ
ア
ル
」
）「
ご
と
し
」

「
が
」「
を
」「
に
」

「
ば
」

已
然
形
に
接
続
す
る

「
り
」（
上
が
四
段
）

「
ど
・
ど
も
」

【
説
明
４
】

動
詞
の
活
用
を
考
え
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
必
ず
セ
ッ
ト
で
考
え
る
。
呪
文
の
よ
う
に
「
か
・

き
・
く
・
く
・
け
・
け
」
と
す
る
の
で
は
、
正
し
い
語
感
が
養
え
な
い
。

◎

語
幹
＋
活
用
語
尾
＋
付
属
語

（
例
）

受
け
・
ず
／
受
け
・
た
り
／
受
く
／
受
く
る
・
と
き
（
体
言
）
／
受
く
れ
・
ど
も
／
受
け
よ

【
説
明
５
】

助
動
詞
「
ず
」
は
次
の
よ
う
に
活
用
す
る
。
い
ま
の
う
ち
に
記
憶
す
る
こ
と
。

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ず

ず

ぬ

ね

ず

ず

ざ
ら

ざ
り

ざ
る

ざ
れ

ざ
れ



動
詞
の
基
礎
演
習
（
１
）

活
用
の
規
則
性
と
後
続
す
る
語
（
助
動
詞
・
助
詞
）
と
の
関
係

組
（

）
番
号
（

）
氏
名
〔

〕

演
習

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
ふ
ま
え
、
次
の
傍
線
を
引
い
た
動
詞
の
種
類
と
活
用
形
を
形
か
ら
判
断
し
て
み
よ
。

ま
た
そ
う
判
断
し
た
理
由
も
簡
潔
に
記
せ
。

１

女
は
さ
ら
に
聞
か
ず
。

２

「
必
ず
逢
は
む
」
と
言
ひ
け
り
。

３

「
必
ず
逢
は
む
」
と
言
ひ
け
り
。

４

み
さ
ご
は
荒
磯
に
居
る
。

５

侍
従
の
大
納
言
の
御

女
の
手
を
見
つ
つ
…

お
ん
む
す
め

６

着
て
歩
く
。

７

非
な
る
と
き
は
恨
み
ず
。

８

大
路
を
過
ぐ
。

９

か
の
大
岩
、
蹴
れ
ど
も
動
か
ず
。

夜
更
け
て
、
風
さ
わ
ぐ
。

「
去
な
む
」
と
し
け
り
。

ふ

い

10

11

「
去
な
む
」
と
し
け
り
。

三
年
来
ず
。

い

み

と

せ

12

13

流
る
る
水
。

と
く
起
き
よ
。

14

15

せ
ま
ほ
し
き
こ
と
も
え
せ
ず
。

白
き
水
、
早
く
流
れ
た
り
。

16

17

さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
上
ら
ず
。

ま
ね
べ
ど
も
、
え
ま
ね
ば
ず
。

18

19

財
あ
れ
ば
、
お
そ
れ
多
く
、
貧
し
け
れ
ば
、
う
ら
み
せ
ち
な
り
。

20

動
詞
の
種
類
と
活
用
形

判
断
の
理
由

１２３４５６７

動
詞
の
種
類
と
活
用
形

判
断
の
理
由
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学
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日
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月
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日

総
学
習
時
間
〔

〕


